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　シンガポール共和国は小さな島国である。面積は日
本の瀬戸内海に浮ぶ淡路島くらいの大きさで，そんな
ところに200万人（1971年推定212万9千人）以上の
人口をかかえている。だから，国土狭小を自認する日
本にくらべても面積は6百分の1以下，人口密度は反
対に日本の13倍もある。天然資源はなく，あるのは勤
勉に働く人間だけだ。こういう国はどうやったら経済
的な繁栄発展を続けていけるのか。
　シンガポールが独立国家となったのは1965年8月
9日である。そこに至るまでの歴史的経緯を書くこと
は省くことにするが，1819年イギリス人ラッフルズ
（Sir　Stamford　Raffles）が，この島を極東貿易の拠点
として手に入れて以来，ここはイギリスにとってのき
わめて重要な貿易上ばかりでなく，政治上・軍事上の
拠点となった。世界交通の要衝，そして天然の良港，
それをフルに活用するためイギリスは港湾施設・通信
施設を整備し，そして金融・海運・保険制度を整備
し，自由港政策と相まってここを世界最大のゴム，ス
ズ輸出市場，そして近隣諸国熱帯産物の輸出市場，逆
に近隣熱帯諸国への工業品配給センター，シンガポー
ルはまさにそういう役割を果たすために生命を与えら
れたようなもので，東南アジア物資集散地としてはま
ことに恵まれた地理的位置にある。そのことが当然に
中継貿易を発展させ，それを生命線として繁栄を続け
てきたことは広く世界に知られている。
　ところが，第2次大戦後，近隣諸国は植民地状態か
ら脱して独立国の地位を勝ちとると共に，中継貿易を
なるべく直接貿易に変えようとする意向を持ってい
る。シソガポールとしてはその恵まれた地理的位置か
ら生じてくる中継貿易をこれからも大事にしなけれぽ
ならないけれども，いまやそれのみに頼って繁栄を続
けることは期待ができない。
　それに加えて，シソガポールを悩ましている重大問
題は，途方もない人口の急増である。同国政府の第1
次「開発計画書」（State　of　Singapore，　Development
Plan　1961－1964　p，1，）の冒頭に，1947－1957年の10
年間における人口増加率は年平均にして4．3％（自然
増3．6％，社会的増O．　7％）と書いてある。1957年に国
勢調査が行なわれているが，その結果，大多数の住民
が老朽した建物の中で密集生活をしているみじめな姿
と，住むに家なき多数の浮浪者のいることが，いまさ
らの如くはっきり浮び上ったのである。
　この異常な人口急増はどういうことになるか。①い
くら家を建てても間に合わない。②そして子供の教育
問題が出てくるから学校施設の大拡張をしなければな
らない。③さらに保健・衛生の問題を生ずる。病院・
診療所の増築，ベッド数の増大，それに上水・下水施
設の開発も積極的にしなければならない。④次には雇
用問題が出てくる。失業者は増加する一方で，1957年
に2万4千人といわれている失業者は1959にはおよそ
4万6千人になると見積られている。毎年約1万人ず
つ増えている求職人口は1963－64年頃には年々約1万
6千人になるという。これを放置すると重大な社会不
安のもとになるから，なんとかして増加労働力人口を
吸収する雇用開発政策を講じなければならない。⑤そ
の雇用開発政策は，結局，工業開発政策とならざるを
得ない。なぜなら急激な人口増加に見合うだけの貿易
量増加はとうてい見込みがなく，残された道は工業開
発だけだからである。
　この困難をどう乗り切るか。ここでシンガポール政
府は決然として，世界の巨大企業・多国籍企業を積極
的に誘致して，ここを世界の工業戦略基地化する政策
を展開した。（このためには多くの重要な準備作業が
行なわれているが，ここではそれに触れることを省略
する）国際的な巨大企業・多国籍企業は，シソガポー
ルへ近代的大工業を持ち込むばかりではない。雇用増
加を持ち込み，所得増加を持ち込み，高度の科学・技
術・熟練を持ち込み，近代的企業経営方法・管理方法
を持ち込み，確立された世界市場までも持ち込む。か
くて，いまのシンガポールはそれに追いつく，少なく
とも急速な世界の産業的進歩と歩調を合わせることに
懸命になっているのである。
　こうして，まだ揺藍期にあるとはいえ，シンガポー
ルはいまや「グローバル・シティ」（同国のラジャラ
トナン外相の演説より）になりつつある。従来の「商
業都市国家」は，いまや「工業都市国家」へと転型し
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っっあるが，その次は，すなわち，あと10年後のシン
ガポ＿ルは，頭脳産業都市国家を目指している。もち
ろん，これに成功するか否かは，シンガポール人の質
の向上にかかっているが，政治につきものの汚職・腐
敗を排除して着々とその効果をあげていくやり方は驚
嘆に値するし，われわれが大いに学ぶべきものがある
ように思われる。（詳細は，拙著「シンガポールの経
済開発」，昭和48年1月刊行，を参照）。
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